












































































きたが（White et al 2009:Gillot et al .2014）、その相関に感覚過敏が影響していることが予
想される（信吉・高岡・矢野、2015）。 














     図.1 Dunn の 4 象限モデル 
神経学的閾値         行動反応 













  ASD 児の感覚特性に焦点を当て、ASD の人々が幼少期に感じていた感覚特性の内容に


















  ASD 特性を持つ大学生を対象に行われたレジリエンスの研究である。ASD 者は何らか























                  Ⅱ目的 
 
そこで本研究では、SP 感覚プロファイルと青年・成人感覚プロファイル AASP をもとに、






討することを本研究の第 3 の目的とする。 
 
 





スリム（10 名）に参加する児童及び青年 22 名及び、その保護者を対象とした。会員の平均







X 年 Y 月に１回目の検査及び心理教育、Z 月に２回目の心理教育と検査を実施した。 
 







表.1 X 年度 7 月 プログラム（例） 
時間 プログラム名 所要時間 
13：00～13：30 集合 30 分 
13：30～13：40 あいさつ 10 分 
13：40～15：30 クイズ Who am I・写真でポン 50 分 
15：30～15：45 おやつ 15 分 
15：45～17：20 感覚の魔術師 Ver1 35 分 



































性が報告されており、日本におけるカットオフ値は 33 点である。 
 
➁AASP 青年・成人感覚プロファイル 
   Catana E.Brown と Winnie Dunn によって開発された質問紙であり、日本語版の監
修は、辻井正次が行っている。「いつも」「しばしば」「ときどき」「まれに」「しない」










11 歳以上の対象者に AASP と SP の両方を使用する方が、より詳細なデータを得る
ことができる。 
  
  ➂被受容感・被拒絶感尺度 
   杉山・坂本（2006）により作成された、被受容感・被拒絶感尺度を用いる。被受容感
は 13 項目、被拒絶感は 9 項目の合計 22 項目からなり、各項目について「まったく
あてはまらない」～「よくあてはまる」の 5 件法で回答を求める。 
    
  ④自尊感情尺度 
   Rosenberg（1965）が作成した、尺度の桜井（2000）による邦訳版である。全 10 項
目からなり、各項目について「いいえ」～「はい」の 4 件法で回答を求める。 
 
  ⑤ストレス尺度 














   若林・東條（2004）が作成した児童用 AQ を用いる。これは AQ とは異なり、自記 
   式ではなく、親などの養育者による他者評定式になっている。AQ と同じく、5 つの
下位尺度（「社会的スキル」「注意の切換え」「細部への注意」「コミュニケーション」
「想像力」）の各 10 問ずつから構成されており、これらの下位尺度の得点と AQ 得
点が算出される。すでに日本語版の信頼性・妥当性が報告されており、日本における
カットオフ値は 20 点である。 
 
  ➂SP 感覚プロファイル 









④Child Behaver Check List 
   Child Behaver Check List (Achenbach 1991;以下 CBCL と略す)の日本語版を使用し
た。CBCL は養育者の評価により、子どもの問題行動を測定する評価尺度であり、2









   DSM-Ⅳを基に、ADHD の診断のために開発され、ADHD の的確な診断・スクリー
ニング・重症度評価に役立つものである。奇数番の項目が「不注意」、偶数番の項目
が「多動・衝動性」を反映した質問である。それぞれの領域ごとに得点を合計し判定
する。「ない、もしくはほとんどない」0 点～「非常にしばしばある」3 点の 
   4 件法で回答を求める。スコアが 0 または 1 点であれば症状はなく、2 または 3 点で
あれば、症状が存在すると解釈される。 
 
⑥CDC（Child Dissociative Checklist） 




いうときがときどき/いくぶんある」を 1 点、「まったくあてはまらない」を 0 点とし
た 3 件法で回答を求めた。現在は、20 項目で構成されており、（1）解離性健忘、（2）
態度、情報、知識、能力および行動の年齢相応性の急激な変化、（3）自発的なトラン
ス状態、（4）幻覚、（5）アイデンティティーの変容、（6）攻撃的行動および性的行動
という 6 つのタイプの解離性行動を評価できるようになっている。スコアが 12 点を
越えた場合、解離性精神病理の存在を示唆すると考えられる。 
 
  ➆TK 式診断的新親子関係検査診断（以下、TK 式と略す） 





























  SP の「低登録」と年齢において有意な負の相関（ρ=-.481,p<.05）が認められた。 
















 （1）SP と ADHD-RS との相関分析 
  SP の「低登録」と ADHD-RS の不注意において有意な正の相関（ρ=.463,p<.05）が 
 認められた。SP の「感覚過敏」と ADHD-RS の不注意において有意な正の相関（ρ=.4 
    94,p<.05）が認められた。SP の「感覚回避」と ADHD-RS の不注意において有意な正 







（2）SP と CDC との相関分析 
  SP の「低登録」と CDC において有意な正の相関（ρ=.690,p<.01）が認められた。S 
 P の「感覚探求」と CDC において有意な正の相関（ρ=.451,p<.05）が認められた。SP 
 の「感覚過敏」と CDC において有意な正の相関（ρ=.597,p<.01）が認められた。SP 





（3）SP と AQ との相関分析 
  SP の「感覚探求」と AQ 注意の切り替えにおいて有意な正の相関（ρ=.601,p<.01）が 
 認められた。SP の「感覚探求」と AQ 細部への注意において有意な正の相関（ρ=.541,p 
 <.05)が認められた。SP の「感覚探求」と AQ コミュニケーションにおいて有意な正の 
 相関（ρ=.484,p<.05）が認められた。SP の「感覚過敏」と AQ 細部への注意において有 
 意な正の相関（ρ=.710,p<.01）が認められた。SP の「感覚回避」と AQ 細部への注意に 








（1）SP と TK 式診断的新親子関係検査診断との相関分析 
   SP の「低登録」と TK 式の溺愛において有意な負の相関（ρ=-.477,p<.05）が認めら 
 れた。SP の「感覚探求」と TK 式の非難において有意な負の相関（ρ=-.536,p<.05）が













（1） SP と CBCL との相関分析 
SP の「低登録」と CBCL の不安抑うつにおいて有意な正の相関（ρ=.585,p<.01）が
認められた。SPの「低登録」とCBCLの身体愁訴において有意な正の相関（ρ=503,p<05）
が認められた。SP の「低登録」と CBCL の内向尺度において有意な正の相関（ρ
=.659,p<.01）が認められた。SP の「感覚過敏」と CBCL の不安抑うつにおいて有意な
正の相関（ρ=.746,p<01）が認められた。SP の「感覚過敏」と CBCL の身体愁訴におい
て有意な正の相関（ρ=.644,p<.0）が認められた。SP の「感覚過敏」と CBCL の攻撃的
行動において有意な正の相関（ρ=.573,p<01）が認められた。SP の「感覚過敏」と CBCL
の内向尺度において有意な正の相関（ρ=.712,p<.01）が認められた。SP の「感覚過敏」
と CBCL の外向尺度において有意な正の相関（ρ=.475,p<.05）が認められた。SP の「感
覚過敏」と CBCL の全問題尺度において有意な正の相関（ρ=.529,p<05）が認められた。
SP の「感覚回避」と CBCL の不安抑うつにおいて有意な正の相関（ρ=.799,p<.01）が
認められた。SP の「感覚回避」と CBCL の身体愁訴において有意な正の相関（ρ
=.658,p<.01）が認められた。SP の「感覚回避」と CBCL の社会性の問題について有意
な正の相関（ρ=.553,p<.05）が認められた。SP の「感覚回避」と CBCL の攻撃的行動






































































（1） SP/AASP のギャップとの関係 
 
① SP/AASP のギャップとストレスとの相関分析 
   









  感覚異常の周囲の理解と、ASD 本人の自己理解に相関が認められないため、両者の
ギャップに着目し、そのギャップがストレスに影響を与えているのかを明らかにする
ため、SP と AASP（7 月）との差を、各 4 象限ごとに下記の通りコード化し、各 4 象
限におけるこれら 3 群間でのストレス尺度に差が見られるかを検証した。 
 
1）コード 1：SP>AASP（感覚異常に関して周囲の理解に比して ASD 本人の自己理解
が乏しい群） 
2）コード 2：SP=AASP（感覚異常に関して周囲の理解と ASD 本人の自己理解が等し
い群） 















相関係数 -.564* 0.026 -0.401 -0.300
有意確率
(両側)
0.023 0.924 0.123 0.259
度数 16 16 16 16
*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。































SP＝AASP -9.95 6.803 0.34 -27.91 8.01
SP＜AASP -15.486 5.938 0.053 -31.16 0.19
SP＞AASP 9.95 6.803 0.34 -8.01 27.91
SP＜AASP -5.536 6.356 0.667 -22.32 11.25
SP＞AASP 15.486 5.938 0.053 -0.19 31.16
SP＝AASP 5.536 6.356 0.667 -11.25 22.32
SP＝AASP -9.95 6.803 0.502 -28.63 8.73
SP＜AASP -15.486 5.938 0.065 -31.79 0.82
SP＞AASP 9.95 6.803 0.502 -8.73 28.63
SP＜AASP -5.536 6.356 1 -22.99 11.92
SP＞AASP 15.486 5.938 0.065 -0.82 31.79
























ストレス尺度合計   
 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 
グループ間 701.959 2 350.979 3.413 .064 
グループ内 1336.979 13 102.845   
合計 2038.938 15    
表.11-3 等分散性の検定 
ストレス尺度合計   
Levene 統計量 自由度 1 自由度 2 有意確率 











Kruskal Wallis 検定 
表.11-5 順位 
 SPギャップAASP(7月)低登録コー
ド 度数 平均ランク 
ストレス尺度合計 SP＞AASP 5 4.50 
SP＝AASP 4 9.25 
SP＜AASP 7 10.93 






カイ 2 乗 5.474 
自由度 2 
漸近有意確率 .065 



































（2） SP/AASP のギャップと発達特性との関係について 
 
① SP/AASP のギャップと成人用 AQ との相関分析 
AASP と SP の「低登録」のギャップと成人用 AQ 社会的スキルにおいて有意な負の相
関（ρ=-.639,p<.01）が認められた。AASP と SP の「感覚過敏」のギャップと成人用 AQ
社会的スキルにおいて有意な負の相関（ρ=-.569,p<.05）が認められた。AASP と SP の
「感覚過敏」のギャップと成人用 AQ 注意の切り替えにおいて有意な負の相関（ρ

















相関係数 -0.160 -0.067 -0.152 -0.215
有意確率
(両側)
0.555 0.804 0.573 0.424
度数 16 16 16 16
相関係数 0.106 0.182 0.057 0.124
有意確率
(両側)
0.697 0.500 0.833 0.649
度数 16 16 16 16
相関係数 0.046 0.232 0.349 0.331
有意確率
(両側)
0.867 0.388 0.186 0.210
度数 16 16 16 16
相関係数 0.021 0.276 -0.197 0.097
有意確率
(両側)
0.938 0.301 0.466 0.720
度数 16 16 16 16
相関係数 0.206 0.369 -0.145 -0.070
有意確率
(両側)
0.443 0.160 0.593 0.796
度数 16 16 16 16
相関係数 0.012 0.290 -0.046 0.059
有意確率
(両側)
0.966 0.276 0.864 0.827
度数 16 16 16 16
相関係数 -.639** -0.331 -.569* -0.269
有意確率
(両側)
0.008 0.210 0.021 0.314
度数 16 16 16 16
相関係数 -0.469 0.241 -.655** -.541*
有意確率
(両側)
0.067 0.368 0.006 0.030
度数 16 16 16 16
相関係数 -0.030 0.041 0.461 0.232
有意確率
(両側)
0.911 0.879 0.072 0.386
度数 16 16 16 16
相関係数 -0.471 0.240 -0.441 -0.453
有意確率
(両側)
0.066 0.371 0.087 0.078
度数 16 16 16 16
相関係数 -0.025 0.256 -0.174 -0.097
有意確率
(両側)
0.926 0.339 0.519 0.722
度数 16 16 16 16
相関係数 -0.466 0.145 -0.474 -0.417
有意確率
(両側)
0.069 0.591 0.064 0.108


































 ➁SP/AASP のギャップによる成人用 AQ の各下位尺度の平均の分散分析 
  感覚異常の周囲の理解（気づき）と ASD 本人の自己理解（気づき）のギャップと発
達特性との関係を明らかにするため、SP と AASP（7 月）の各４象限ごとのギャップ
下記３群間での発達特性各下位得点等の平均に差が見られるかを検討した。 
 
1）コード 1：SP>AASP（感覚異常に関して周囲の理解に比して ASD 本人の自己理解
が乏しい群） 
2） コード 2：SP=AASP（感覚異常に関して周囲の理解と ASD 本人の自己理解が等し
い群） 

































SP＝AASP -2 1.334 0.323 -5.52 1.52
SP＜AASP -3.714* 1.165 0.018 -6.79 -0.64
SP＞AASP 2 1.334 0.323 -1.52 5.52
SP＜AASP -1.714 1.247 0.382 -5.01 1.58
SP＞AASP 3.714* 1.165 0.018 0.64 6.79
SP＝AASP 1.714 1.247 0.382 -1.58 5.01
SP＝AASP -2 1.334 0.355 -5.68 1.68
SP＜AASP -3.714* 1.165 0.023 -6.93 -0.5
SP＞AASP 2 1.334 0.355 -1.68 5.68
SP＜AASP -1.714 1.247 0.414 -5.15 1.73
SP＞AASP 3.714* 1.165 0.023 0.5 6.93
SP＝AASP 1.714 1.247 0.414 -1.73 5.15
SP＝AASP -2 1.334 0.473 -5.66 1.66
SP＜AASP -3.714* 1.165 0.021 -6.91 -0.52
SP＞AASP 2 1.334 0.473 -1.66 5.66
SP＜AASP -1.714 1.247 0.577 -5.14 1.71
SP＞AASP 3.714* 1.165 0.021 0.52 6.91
SP＝AASP 1.714 1.247 0.577 -1.71 5.14
SP＝AASP -1.35 1.225 0.53 -4.59 1.89
SP＜AASP -1.886 1.07 0.22 -4.71 0.94
SP＞AASP 1.35 1.225 0.53 -1.89 4.59
SP＜AASP -0.536 1.145 0.887 -3.56 2.49
SP＞AASP 1.886 1.07 0.22 -0.94 4.71
SP＝AASP 0.536 1.145 0.887 -2.49 3.56
SP＝AASP -1.35 1.225 0.56 -4.73 2.03
SP＜AASP -1.886 1.07 0.248 -4.84 1.07
SP＞AASP 1.35 1.225 0.56 -2.03 4.73
SP＜AASP -0.536 1.145 0.897 -3.69 2.62
SP＞AASP 1.886 1.07 0.248 -1.07 4.84
SP＝AASP 0.536 1.145 0.897 -2.62 3.69
SP＝AASP -1.35 1.225 0.872 -4.71 2.01
SP＜AASP -1.886 1.07 0.304 -4.82 1.05
SP＞AASP 1.35 1.225 0.872 -2.01 4.71
SP＜AASP -0.536 1.145 1 -3.68 2.61
SP＞AASP 1.886 1.07 0.304 -1.05 4.82


















































SP＝AASP 0.2 1.437 0.989 -3.59 3.99
SP＜AASP 0.343 1.254 0.96 -2.97 3.65
SP＞AASP -0.2 1.437 0.989 -3.99 3.59
SP＜AASP 0.143 1.343 0.994 -3.4 3.69
SP＞AASP -0.343 1.254 0.96 -3.65 2.97
SP＝AASP -0.143 1.343 0.994 -3.69 3.4
SP＝AASP 0.2 1.437 0.99 -3.76 4.16
SP＜AASP 0.343 1.254 0.963 -3.12 3.8
SP＞AASP -0.2 1.437 0.99 -4.16 3.76
SP＜AASP 0.143 1.343 0.994 -3.56 3.85
SP＞AASP -0.343 1.254 0.963 -3.8 3.12
SP＝AASP -0.143 1.343 0.994 -3.85 3.56
SP＝AASP 0.2 1.437 1 -3.75 4.15
SP＜AASP 0.343 1.254 1 -3.1 3.79
SP＞AASP -0.2 1.437 1 -4.15 3.75
SP＜AASP 0.143 1.343 1 -3.54 3.83
SP＞AASP -0.343 1.254 1 -3.79 3.1
SP＝AASP -0.143 1.343 1 -3.83 3.54
SP＝AASP -0.8 1.652 0.88 -5.16 3.56
SP＜AASP -2.8 1.442 0.166 -6.61 1.01
SP＞AASP 0.8 1.652 0.88 -3.56 5.16
SP＜AASP -2 1.543 0.422 -6.07 2.07
SP＞AASP 2.8 1.442 0.166 -1.01 6.61
SP＝AASP 2 1.543 0.422 -2.07 6.07
SP＝AASP -0.8 1.652 0.89 -5.36 3.76
SP＜AASP -2.8 1.442 0.191 -6.78 1.18
SP＞AASP 0.8 1.652 0.89 -3.76 5.36
SP＜AASP -2 1.543 0.454 -6.26 2.26
SP＞AASP 2.8 1.442 0.191 -1.18 6.78
SP＝AASP 2 1.543 0.454 -2.26 6.26
SP＝AASP -0.8 1.652 1 -5.34 3.74
SP＜AASP -2.8 1.442 0.222 -6.76 1.16
SP＞AASP 0.8 1.652 1 -3.74 5.34
SP＜AASP -2 1.543 0.652 -6.24 2.24
SP＞AASP 2.8 1.442 0.222 -1.16 6.76



































SP＝AASP -0.55 1.567 0.935 -4.69 3.59
SP＜AASP -0.086 1.368 0.998 -3.7 3.53
SP＞AASP 0.55 1.567 0.935 -3.59 4.69
SP＜AASP 0.464 1.465 0.946 -3.4 4.33
SP＞AASP 0.086 1.368 0.998 -3.53 3.7
SP＝AASP -0.464 1.465 0.946 -4.33 3.4
SP＝AASP -0.55 1.567 0.941 -4.87 3.77
SP＜AASP -0.086 1.368 0.998 -3.86 3.69
SP＞AASP 0.55 1.567 0.941 -3.77 4.87
SP＜AASP 0.464 1.465 0.951 -3.58 4.5
SP＞AASP 0.086 1.368 0.998 -3.69 3.86
SP＝AASP -0.464 1.465 0.951 -4.5 3.58
SP＝AASP -0.55 1.567 1 -4.85 3.75
SP＜AASP -0.086 1.368 1 -3.84 3.67
SP＞AASP 0.55 1.567 1 -3.75 4.85
SP＜AASP 0.464 1.465 1 -3.56 4.49
SP＞AASP 0.086 1.368 1 -3.67 3.84
SP＝AASP -0.464 1.465 1 -4.49 3.56
SP＝AASP -4.5 4.076 0.528 -15.26 6.26
SP＜AASP -8.143 3.557 0.093 -17.54 1.25
SP＞AASP 4.5 4.076 0.528 -6.26 15.26
SP＜AASP -3.643 3.808 0.616 -13.7 6.41
SP＞AASP 8.143 3.557 0.093 -1.25 17.54
SP＝AASP 3.643 3.808 0.616 -6.41 13.7
SP＝AASP -4.5 4.076 0.558 -15.74 6.74
SP＜AASP -8.143 3.557 0.111 -17.96 1.67
SP＞AASP 4.5 4.076 0.558 -6.74 15.74
SP＜AASP -3.643 3.808 0.643 -14.15 6.86
SP＞AASP 8.143 3.557 0.111 -1.67 17.96
SP＝AASP 3.643 3.808 0.643 -6.86 14.15
SP＝AASP -4.5 4.076 0.869 -15.69 6.69
SP＜AASP -8.143 3.557 0.118 -17.91 1.63
SP＞AASP 4.5 4.076 0.869 -6.69 15.69
SP＜AASP -3.643 3.808 1 -14.1 6.81
SP＞AASP 8.143 3.557 0.118 -1.63 17.91
SP＝AASP 3.643 3.808 1 -6.81 14.1




































SP＝AASP -1.75 1.405 0.449 -5.46 1.96
SP＜AASP -3.167 1.257 0.062 -6.48 0.15
SP＞AASP 1.75 1.405 0.449 -1.96 5.46
SP＜AASP -1.417 1.405 0.585 -5.13 2.29
SP＞AASP 3.167 1.257 0.062 -0.15 6.48
SP＝AASP 1.417 1.405 0.585 -2.29 5.13
SP＝AASP -1.75 1.405 0.481 -5.63 2.13
SP＜AASP -3.167 1.257 0.075 -6.63 0.3
SP＞AASP 1.75 1.405 0.481 -2.13 5.63
SP＜AASP -1.417 1.405 0.613 -5.29 2.46
SP＞AASP 3.167 1.257 0.075 -0.3 6.63
SP＝AASP 1.417 1.405 0.613 -2.46 5.29
SP＝AASP -1.75 1.405 0.705 -5.61 2.11
SP＜AASP -3.167 1.257 0.077 -6.62 0.28
SP＞AASP 1.75 1.405 0.705 -2.11 5.61
SP＜AASP -1.417 1.405 0.995 -5.27 2.44
SP＞AASP 3.167 1.257 0.077 -0.28 6.62
SP＝AASP 1.417 1.405 0.995 -2.44 5.27
SP＝AASP -2 0.961 0.133 -4.54 0.54
SP＜AASP -2.833* 0.86 0.015 -5.1 -0.56
SP＞AASP 2 0.961 0.133 -0.54 4.54
SP＜AASP -0.833 0.961 0.67 -3.37 1.7
SP＞AASP 2.833* 0.86 0.015 0.56 5.1
SP＝AASP 0.833 0.961 0.67 -1.7 3.37
SP＝AASP -2 0.961 0.154 -4.65 0.65
SP＜AASP -2.833* 0.86 0.019 -5.21 -0.46
SP＞AASP 2 0.961 0.154 -0.65 4.65
SP＜AASP -0.833 0.961 0.694 -3.49 1.82
SP＞AASP 2.833* 0.86 0.019 0.46 5.21
SP＝AASP 0.833 0.961 0.694 -1.82 3.49
SP＝AASP -2 0.961 0.173 -4.64 0.64
SP＜AASP -2.833* 0.86 0.017 -5.19 -0.47
SP＞AASP 2 0.961 0.173 -0.64 4.64
SP＜AASP -0.833 0.961 1 -3.47 1.81
SP＞AASP 2.833* 0.86 0.017 0.47 5.19




















































SP＝AASP -0.333 1.169 0.956 -3.42 2.75
SP＜AASP 2 1.046 0.175 -0.76 4.76
SP＞AASP 0.333 1.169 0.956 -2.75 3.42
SP＜AASP 2.333 1.169 0.153 -0.75 5.42
SP＞AASP -2 1.046 0.175 -4.76 0.76
SP＝AASP -2.333 1.169 0.153 -5.42 0.75
SP＝AASP -0.333 1.169 0.96 -3.56 2.89
SP＜AASP 2 1.046 0.2 -0.89 4.89
SP＞AASP 0.333 1.169 0.96 -2.89 3.56
SP＜AASP 2.333 1.169 0.176 -0.89 5.56
SP＞AASP -2 1.046 0.2 -4.89 0.89
SP＝AASP -2.333 1.169 0.176 -5.56 0.89
SP＝AASP -0.333 1.169 1 -3.54 2.88
SP＜AASP 2 1.046 0.234 -0.87 4.87
SP＞AASP 0.333 1.169 1 -2.88 3.54
SP＜AASP 2.333 1.169 0.202 -0.88 5.54
SP＞AASP -2 1.046 0.234 -4.87 0.87
SP＝AASP -2.333 1.169 0.202 -5.54 0.88
SP＝AASP -1 1.673 0.824 -5.42 3.42
SP＜AASP -2.333 1.496 0.297 -6.28 1.62
SP＞AASP 1 1.673 0.824 -3.42 5.42
SP＜AASP -1.333 1.673 0.711 -5.75 3.08
SP＞AASP 2.333 1.496 0.297 -1.62 6.28
SP＝AASP 1.333 1.673 0.711 -3.08 5.75
SP＝AASP -1 1.673 0.838 -5.62 3.62
SP＜AASP -2.333 1.496 0.328 -6.46 1.8
SP＞AASP 1 1.673 0.838 -3.62 5.62
SP＜AASP -1.333 1.673 0.733 -5.95 3.28
SP＞AASP 2.333 1.496 0.328 -1.8 6.46
SP＝AASP 1.333 1.673 0.733 -3.28 5.95
SP＝AASP -1 1.673 1 -5.59 3.59
SP＜AASP -2.333 1.496 0.429 -6.44 1.78
SP＞AASP 1 1.673 1 -3.59 5.59
SP＜AASP -1.333 1.673 1 -5.93 3.26
SP＞AASP 2.333 1.496 0.429 -1.78 6.44



































SP＝AASP -1.417 1.465 0.609 -5.28 2.45
SP＜AASP -0.5 1.31 0.923 -3.96 2.96
SP＞AASP 1.417 1.465 0.609 -2.45 5.28
SP＜AASP 0.917 1.465 0.809 -2.95 4.78
SP＞AASP 0.5 1.31 0.923 -2.96 3.96
SP＝AASP -0.917 1.465 0.809 -4.78 2.95
SP＝AASP -1.417 1.465 0.636 -5.46 2.62
SP＜AASP -0.5 1.31 0.93 -4.11 3.11
SP＞AASP 1.417 1.465 0.636 -2.62 5.46
SP＜AASP 0.917 1.465 0.824 -3.12 4.96
SP＞AASP 0.5 1.31 0.93 -3.11 4.11
SP＝AASP -0.917 1.465 0.824 -4.96 3.12
SP＝AASP -1.417 1.465 1 -5.44 2.6
SP＜AASP -0.5 1.31 1 -4.1 3.1
SP＞AASP 1.417 1.465 1 -2.6 5.44
SP＜AASP 0.917 1.465 1 -3.1 4.94
SP＞AASP 0.5 1.31 1 -3.1 4.1
SP＝AASP -0.917 1.465 1 -4.94 3.1
SP＝AASP -6.5 4.023 0.274 -17.12 4.12
SP＜AASP -6.833 3.598 0.178 -16.33 2.67
SP＞AASP 6.5 4.023 0.274 -4.12 17.12
SP＜AASP -0.333 4.023 0.996 -10.95 10.29
SP＞AASP 6.833 3.598 0.178 -2.67 16.33
SP＝AASP 0.333 4.023 0.996 -10.29 10.95
SP＝AASP -6.5 4.023 0.304 -17.6 4.6
SP＜AASP -6.833 3.598 0.204 -16.76 3.09
SP＞AASP 6.5 4.023 0.304 -4.6 17.6
SP＜AASP -0.333 4.023 0.997 -11.43 10.76
SP＞AASP 6.833 3.598 0.204 -3.09 16.76
SP＝AASP 0.333 4.023 0.997 -10.76 11.43
SP＝AASP -6.5 4.023 0.39 -17.55 4.55
SP＜AASP -6.833 3.598 0.24 -16.71 3.05
SP＞AASP 6.5 4.023 0.39 -4.55 17.55
SP＜AASP -0.333 4.023 1 -11.38 10.71
SP＞AASP 6.833 3.598 0.24 -3.05 16.71
SP＝AASP 0.333 4.023 1 -10.71 11.38





































SP＝AASP -1.571 1.475 0.551 -5.47 2.32
SP＜AASP -1.75 1.69 0.568 -6.21 2.71
SP＞AASP 1.571 1.475 0.551 -2.32 5.47
SP＜AASP -0.179 1.579 0.993 -4.35 3.99
SP＞AASP 1.75 1.69 0.568 -2.71 6.21
SP＝AASP 0.179 1.579 0.993 -3.99 4.35
SP＝AASP -1.571 1.475 0.58 -5.64 2.5
SP＜AASP -1.75 1.69 0.597 -6.41 2.91
SP＞AASP 1.571 1.475 0.58 -2.5 5.64
SP＜AASP -0.179 1.579 0.994 -4.53 4.18
SP＞AASP 1.75 1.69 0.597 -2.91 6.41
SP＝AASP 0.179 1.579 0.994 -4.18 4.53
SP＝AASP -1.571 1.475 0.918 -5.62 2.48
SP＜AASP -1.75 1.69 0.958 -6.39 2.89
SP＞AASP 1.571 1.475 0.918 -2.48 5.62
SP＜AASP -0.179 1.579 1 -4.51 4.16
SP＞AASP 1.75 1.69 0.958 -2.89 6.39
SP＝AASP 0.179 1.579 1 -4.16 4.51
SP＝AASP -1.171 1.013 0.498 -3.85 1.5
SP＜AASP -2.6 1.161 0.101 -5.66 0.46
SP＞AASP 1.171 1.013 0.498 -1.5 3.85
SP＜AASP -1.429 1.084 0.411 -4.29 1.43
SP＞AASP 2.6 1.161 0.101 -0.46 5.66
SP＝AASP 1.429 1.084 0.411 -1.43 4.29
SP＝AASP -1.171 1.013 0.529 -3.97 1.62
SP＜AASP -2.6 1.161 0.12 -5.8 0.6
SP＞AASP 1.171 1.013 0.529 -1.62 3.97
SP＜AASP -1.429 1.084 0.443 -4.42 1.56
SP＞AASP 2.6 1.161 0.12 -0.6 5.8
SP＝AASP 1.429 1.084 0.443 -1.56 4.42
SP＝AASP -1.171 1.013 0.805 -3.95 1.61
SP＜AASP -2.6 1.161 0.13 -5.79 0.59
SP＞AASP 1.171 1.013 0.805 -1.61 3.95
SP＜AASP -1.429 1.084 0.631 -4.41 1.55
SP＞AASP 2.6 1.161 0.13 -0.59 5.79




















































SP＝AASP 1.429 1.179 0.467 -1.68 4.54
SP＜AASP 1.5 1.351 0.525 -2.07 5.07
SP＞AASP -1.429 1.179 0.467 -4.54 1.68
SP＜AASP 0.071 1.262 0.998 -3.26 3.4
SP＞AASP -1.5 1.351 0.525 -5.07 2.07
SP＝AASP -0.071 1.262 0.998 -3.4 3.26
SP＝AASP 1.429 1.179 0.499 -1.82 4.68
SP＜AASP 1.5 1.351 0.555 -2.23 5.23
SP＞AASP -1.429 1.179 0.499 -4.68 1.82
SP＜AASP 0.071 1.262 0.998 -3.41 3.55
SP＞AASP -1.5 1.351 0.555 -5.23 2.23
SP＝AASP -0.071 1.262 0.998 -3.55 3.41
SP＝AASP 1.429 1.179 0.742 -1.81 4.67
SP＜AASP 1.5 1.351 0.861 -2.21 5.21
SP＞AASP -1.429 1.179 0.742 -4.67 1.81
SP＜AASP 0.071 1.262 1 -3.39 3.54
SP＞AASP -1.5 1.351 0.861 -5.21 2.21
SP＝AASP -0.071 1.262 1 -3.54 3.39
SP＝AASP 0.714 1.15 0.811 -2.32 3.75
SP＜AASP -3.750* 1.318 0.034 -7.23 -0.27
SP＞AASP -0.714 1.15 0.811 -3.75 2.32
SP＜AASP -4.464* 1.231 0.008 -7.72 -1.21
SP＞AASP 3.750* 1.318 0.034 0.27 7.23
SP＝AASP 4.464* 1.231 0.008 1.21 7.72
SP＝AASP 0.714 1.15 0.827 -2.46 3.89
SP＜AASP -3.750* 1.318 0.043 -7.39 -0.11
SP＞AASP -0.714 1.15 0.827 -3.89 2.46
SP＜AASP -4.464* 1.231 0.011 -7.86 -1.07
SP＞AASP 3.750* 1.318 0.043 0.11 7.39
SP＝AASP 4.464* 1.231 0.011 1.07 7.86
SP＝AASP 0.714 1.15 1 -2.44 3.87
SP＜AASP -3.750* 1.318 0.041 -7.37 -0.13
SP＞AASP -0.714 1.15 1 -3.87 2.44
SP＜AASP -4.464* 1.231 0.009 -7.85 -1.08
SP＞AASP 3.750* 1.318 0.041 0.13 7.37



































SP＝AASP -0.914 1.351 0.781 -4.48 2.65
SP＜AASP -0.7 1.548 0.894 -4.79 3.39
SP＞AASP 0.914 1.351 0.781 -2.65 4.48
SP＜AASP 0.214 1.446 0.988 -3.6 4.03
SP＞AASP 0.7 1.548 0.894 -3.39 4.79
SP＝AASP -0.214 1.446 0.988 -4.03 3.6
SP＝AASP -0.914 1.351 0.799 -4.64 2.81
SP＜AASP -0.7 1.548 0.904 -4.97 3.57
SP＞AASP 0.914 1.351 0.799 -2.81 4.64
SP＜AASP 0.214 1.446 0.989 -3.78 4.2
SP＞AASP 0.7 1.548 0.904 -3.57 4.97
SP＝AASP -0.214 1.446 0.989 -4.2 3.78
SP＝AASP -0.914 1.351 1 -4.62 2.8
SP＜AASP -0.7 1.548 1 -4.95 3.55
SP＞AASP 0.914 1.351 1 -2.8 4.62
SP＜AASP 0.214 1.446 1 -3.76 4.19
SP＞AASP 0.7 1.548 1 -3.55 4.95
SP＝AASP -0.214 1.446 1 -4.19 3.76
SP＝AASP -1.514 3.785 0.916 -11.51 8.48
SP＜AASP -7.3 4.336 0.248 -18.75 4.15
SP＞AASP 1.514 3.785 0.916 -8.48 11.51
SP＜AASP -5.786 4.052 0.356 -16.48 4.91
SP＞AASP 7.3 4.336 0.248 -4.15 18.75
SP＝AASP 5.786 4.052 0.356 -4.91 16.48
SP＝AASP -1.514 3.785 0.924 -11.96 8.93
SP＜AASP -7.3 4.336 0.278 -19.26 4.66
SP＞AASP 1.514 3.785 0.924 -8.93 11.96
SP＜AASP -5.786 4.052 0.388 -16.96 5.39
SP＞AASP 7.3 4.336 0.278 -4.66 19.26
SP＝AASP 5.786 4.052 0.388 -5.39 16.96
SP＝AASP -1.514 3.785 1 -11.91 8.88
SP＜AASP -7.3 4.336 0.348 -19.21 4.61
SP＞AASP 1.514 3.785 1 -8.88 11.91
SP＜AASP -5.786 4.052 0.531 -16.91 5.34
SP＞AASP 7.3 4.336 0.348 -4.61 19.21
SP＝AASP 5.786 4.052 0.531 -5.34 16.91































 「低登録」の SP/AASP のギャップと、成人用 AQ 社会的スキルにおいて有意に（ｐ
=.018）「①＜➂」の傾向が窺えた。「感覚過敏」の SP/AASP のギャップと、成人用 AQ
注意の切り替えにおいて有意に（p=.015）「①＜➂」の傾向が窺えた。「感覚回避」と成
人用 AQ コミュニケーションにおいて有意に（p=.034）「①＜➂」の傾向が窺えた。 
 
 







































AASP と SP の「低登録」の差と自尊感情において有意な正の相関（ρ=.611,p<.05） 












尊感情との関係を明らかにするため、SP と AASP（7 月）の各 4 象限ごとのギャップ















相関係数 .611* 0.058 0.305 0.358
有意確率
(両側)
0.020 0.844 0.288 0.209
度数 14 14 14 14
相関係数 0.409 -0.230 .597* 0.516
有意確率
(両側)
0.146 0.428 0.024 0.059
度数 14 14 14 14
相関係数 -0.191 0.164 -0.324 -0.314
有意確率
(両側)
0.513 0.575 0.259 0.274













*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。
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1）コード 1：SP>AASP（感覚異常に関して周囲の理解に比して ASD 本人の自己理解
が乏しい群） 
2） コード 2：SP=AASP（感覚異常に関して周囲の理解と ASD 本人の自己理解が等し
い群） 











本人RB自尊 合計   
 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 
グループ間 222.595 2 111.298 4.367 .040 
グループ内 280.333 11 25.485   


















本人RB自尊 合計   
Levene 統計量 自由度 1 自由度 2 有意確率 
3.363 2 11 .073 
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Kruskal Wallis 検定 
表.13-5 順位 
 SPギャップAASP(7月)低登録コー
ド 度数 平均ランク 
本人RB自尊 合計 SP＞AASP 4 11.50 
SP＝AASP 4 7.25 
SP＜AASP 6 5.00 





SP＝AASP 7.5 3.57 0.135 -2.14 17.14
SP＜AASP 9.417* 3.259 0.036 0.62 18.22
SP＞AASP -7.5 3.57 0.135 -17.14 2.14
SP＜AASP 1.917 3.259 0.829 -6.88 10.72
SP＞AASP -9.417* 3.259 0.036 -18.22 -0.62
SP＝AASP -1.917 3.259 0.829 -10.72 6.88
SP＝AASP 7.5 3.57 0.178 -2.57 17.57
SP＜AASP 9.417* 3.259 0.044 0.23 18.61
SP＞AASP -7.5 3.57 0.178 -17.57 2.57
SP＜AASP 1.917 3.259 1 -7.27 11.11
SP＞AASP -9.417* 3.259 0.044 -18.61 -0.23
SP＝AASP -1.917 3.259 1 -11.11 7.27


























 本人RB自尊 合計 
カイ 2 乗 5.879 
自由度 2 
漸近有意確率 .053 












校での被受容感との関係を明らかにするため、SP と AASP（7 月）の各 4 象限ごとの
ギャップ 3 群間で学校での被受容感得点の平均に差が見られるかを検討した。 
 
 
1）コード 1：SP>AASP（感覚異常に関して周囲の理解に比して ASD 本人の自己理解
が乏しい群） 
2） コード 2：SP=AASP（感覚異常に関して周囲の理解と ASD 本人の自己理解が等し
い群） 








学校・被受容感合計得点   
 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 
グループ間 163.657 2 81.829 2.785 .105 
グループ内 323.200 11 29.382   




学校・被受容感合計得点   
Levene 統計量 自由度 1 自由度 2 有意確率 









SP＝AASP 3.733 3.959 0.626 -6.96 14.42
SP＜AASP 7.733 3.282 0.089 -1.13 16.6
SP＞AASP -3.733 3.959 0.626 -14.42 6.96
SP＜AASP 4 3.833 0.566 -6.35 14.35
SP＞AASP -7.733 3.282 0.089 -16.6 1.13
SP＝AASP -4 3.833 0.566 -14.35 6.35
SP＝AASP 3.733 3.959 1 -7.43 14.9
SP＜AASP 7.733 3.282 0.114 -1.52 16.99
SP＞AASP -3.733 3.959 1 -14.9 7.43
SP＜AASP 4 3.833 0.957 -6.81 14.81
SP＞AASP -7.733 3.282 0.114 -16.99 1.52




































ード 度数 平均ランク 
学校・被受容感合計得点 SP＞AASP 5 10.20 
SP＝AASP 3 7.67 
SP＜AASP 6 5.17 

















（1） 介入前後に実施した AASP の各象限の変化 
 
① T 検定の結果（表.14-1） 
 
表.14-1 対応サンプルの統計量 
 平均値 度数 標準偏差 平均値の標準誤差 
ペア 1 AASP低登録7月 37.42 12 9.424 2.720 
AASP低登録9月 34.50 12 7.230 2.087 
ペア 2 AASP感覚探求7月 37.25 12 6.341 1.830 
AASP感覚探求9月 34.67 12 5.944 1.716 
ペア 3 AASP感覚過敏7月 40.83 12 9.262 2.674 
AASP感覚過敏9月 37.17 12 9.044 2.611 
ペア 4 AASP感覚回避7月 39.92 12 6.973 2.013 









25 50 (中央値) 75
AASP低登録7
月
17 38.41 8.478 19 50 33 40 45
AASP感覚探
求7月
17 37.71 6.101 27 48 32.5 38 43
AASP感覚過
敏7月
17 40.53 9.063 26 59 33.5 40 46.5
AASP感覚回
避7月
17 40.71 6.935 26 55 35.5 42 43
AASP低登録9
月
14 35.86 7.745 24 49 28 37 40.25
AASP感覚探
求9月
14 34.79 5.508 29 48 31.25 33.5 37
AASP感覚過
敏9月
14 36.57 8.465 26 59 29.75 35.5 40.5
AASP感覚回
避9月
14 37.21 7.973 26 60 33.75 36.5 39.25
表.14-2　記述統計




➂「介入前後」および「AASP における各象限」の 2 要因による分散分析（表.14-3） 
 
表.14-3 被験者内効果の検定 
測定変数名:   MEASURE_1   
ソース 
タイプ III 平
方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 
象限 球面性の仮定 197.198 3 65.733 1.110 .359 
Greenhouse-Geisser 197.198 2.227 88.536 1.110 .351 
Huynh-Feldt 197.198 2.819 69.960 1.110 .357 
下限 197.198 1.000 197.198 1.110 .315 
誤差 (象限) 球面性の仮定 1953.677 33 59.202   
Greenhouse-Geisser 1953.677 24.501 79.740   
Huynh-Feldt 1953.677 31.006 63.009   
下限 1953.677 11.000 177.607   
時間 球面性の仮定 207.094 1 207.094 10.056 .009 
Greenhouse-Geisser 207.094 1.000 207.094 10.056 .009 
Huynh-Feldt 207.094 1.000 207.094 10.056 .009 
下限 207.094 1.000 207.094 10.056 .009 
誤差 (時間) 球面性の仮定 226.531 11 20.594   
Greenhouse-Geisser 226.531 11.000 20.594   
Huynh-Feldt 226.531 11.000 20.594   
下限 226.531 11.000 20.594   
象限 * 時間 球面性の仮定 4.698 3 1.566 .176 .912 
Greenhouse-Geisser 4.698 2.379 1.975 .176 .873 
Huynh-Feldt 4.698 3.000 1.566 .176 .912 
下限 4.698 1.000 4.698 .176 .683 
誤差 (象限x時間) 球面性の仮定 293.177 33 8.884   
Greenhouse-Geisser 293.177 26.165 11.205   
Huynh-Feldt 293.177 33.000 8.884   








「時間（介入前後）」と「AASP における各 4 象限」の２要因による分散分析を行っ
たところ、「時間（介入前後）」間にのみ主効果が認められ（F(1,11)= 10.056, 
MSc=207.094,p<.01）、「AASP における各 4 象限」の主効果および両者の交互作用は











（2） 介入前後に実施した AASP の変化とグループ活動における仲間意識の関係について 
 
① 介入前後に実施した AASP の変化と、グループにおける被受容感・被拒絶感および
グループ意識との相関分析 


















① コード１：9 月の AASP 得点＞7 月の AASP 得点（ASD 本人の感覚異常への気づ
きが増加した群） 
② コード２：9 月の AASP 得点＝7 月の AASP 得点（ASD 本人の感覚異常への気づ
きが変化しなかった群） 
















相関係数 -0.454 0.532 0.600 -.773** -0.600 -0.382 -0.174
有意確率
(両側)
0.161 0.092 0.051 0.005 0.051 0.246 0.609
度数 11 11 11 11 11 11 11
相関係数 -0.014 -0.222 0.230 -0.146 -0.146 -0.259 0.005
有意確率
(両側)
0.968 0.511 0.495 0.669 0.669 0.442 0.989
度数 11 11 11 11 11 11 11
相関係数 -0.321 .661* 0.501 -0.109 -0.359 0.172 0.206
有意確率
(両側)
0.336 0.027 0.116 0.750 0.278 0.613 0.543
度数 11 11 11 11 11 11 11
相関係数 0.048 0.137 -0.076 -0.445 -0.326 -0.300 -0.390
有意確率
(両側)
0.888 0.687 0.825 0.170 0.328 0.371 0.236
度数 11 11 11 11 11 11 11
**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。






























 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 
アスカ被受容感合計得点 グループ間 56.545 2 28.273 .983 .415 
グループ内 230.000 8 28.750   
合計 286.545 10    
アスカ被拒絶感合計得点 グループ間 73.352 2 36.676 .974 .418 
グループ内 301.375 8 37.672   













G対人関係   
 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 
グループ間 5.186 1 5.186 4.044 .075 
グループ内 11.542 9 1.282   
合計 16.727 10    
 
 
図.11 プログラム入前後による AASP の得点とアスカの会 G 対人関係平均値の変化 
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るのではないかと考えられる。また、SP の対比において、ギャップは ADHD-RS や CDC
とは相関が認められず、ASD傾向にのみに有意な相関を示したことから、ギャップはASD





















というテーマでの心理教育や、2 人 1 組での話し合いは、感覚異常のある ASD 児・者にと
って有意なプログラムであったことが推察される。また、「低登録」「感覚探求」「感覚過敏」
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